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ばれる。時刻 t までに発生した点の総数をN( t) で表すとき，過程N( ・)は点過程といわれるO ポア
ソン過程はその代表的な例である O また，瞬間的な点の平均発生率を表すと考えてよい条件付き強度
(以後，強度という)が存在すれば，それにより点過程の分布が決定されることはよく知られている。
ある正定数ρ と関数 φ( ・)に対し，強度 ρ ゆ (ρt -N(t)) をもっ点過程N( ・)は自己修正点過
程といわれ，地震などの時間とともにエネルギーを蓄積し，瞬間的に放出する現象のモデルとして用い
ることができる。関数φ( ・)の性質から， X(t)=ρt -N(t) の絶対値が大きいとき，時間ととも
にそれが平均的に小さくなるように過程N( ・)の強度は修正される O この自己修正機構から，離散時






強度が 2 つの水準 8 l' 8 2 しかもたない自己修正点過程に対し，水準。l' 8 2 のMLEを過程N( ・)














に発生した点の総数N( t) と点の瞬間平均発生率である強度Cintensity) 関数え( t )によって記述
される O 本論文では自己修正点過程の母数モデ、ルの統計的推測について考察している。
いま， X(t)= t -N(t) とし，え (t) =φ(X ( t ))とおく。ここで， φ (x) は大きい x に対し
ては 1 より大きい値を取り，小さい x に対しては 1 より小さい値を取るような既知の正値関数とするo
例えば，地震のモデルにおいて，エネルギーは時間 t とともに蓄積されるけれども地震発生数N(t) 
によって放出されるので， X( t) はストレス放出過程とよばれる。ストレス X( t) が大きくなると地
震発生率は大きくなり，その結果， N( t) が大きくなる O 地震発生数N( t) が大きいと X (t) は小
さくなり，その結果，地震発生率 l判\さくなる。地震発生数が小さいとX( t) が大きくなり，以下同じよう
な現象が繰り返されるO このような自己制御機構をもっ自己励起点過程を自己修正 (self-correcting) 
点過程といい， Isharn & VVestcott (1979) により導入されたo Vere-Jones & Ogata (1984) は， ゆが
指数関数のときに， X( t) のある種のエルゴード性を証明したが，本論文ではその証明の 1 部が不備
であることを指摘し，その不備を訂正する方法を提案した。さらに， この方法によれば φ が指数関数と
いうことに拘らないで，最初に Isharn & VV estcott が提案したような一般の関数に対しても X (t) の
ある種のエルゴード性を証明できることを示した。
次に，実数α と正数β ， ρ に対して， X( t) ニ ρt -N (t), ﾀ (t ) =ρ ゆ (βX( t) +α) である
ような自己修正過程の母数モデルを考え， これらの母数 α ， β ， ρ の最尤推定量の漸近正規性を示した。
強度関数が 2 水準 e l' e 2 しか持たないような単純自己修正点過程を提案し，水準 e l' e 2 の最尤
推定量が見本関数N( t) の関数として“陽に"求まり，さらに，このときスケルトン過程 {x(n)}n=_: の
定常分布と最尤推定量の漸近正規性が具体的に計算できることを示した。
そのほか，ボアソン過程におけるロバスト推定法についても論じているo
可
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以上のように，本論文は自己修正点過程とその母数モデルの研究に重要な知見を与えるものであり，
学位論文として価値あるものと認める。
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